
暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

Information

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
付
し
て
い
る
市

税（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
）は
、

福
祉
や
保
健
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
財
源
で
す
。
滞
納
は
財
源
の
不
足
を

招
き
、
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。
ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て

い
る
大
多
数
の
市
民
と
の
公
平
性
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
口
座
振
替
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
納
付
な
ど
、
納
付
手
段
を
増
や

し
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
滞
納
と
な
り
、
督
促
状
に
よ
る
催
告

で
納
付
を
促
し
て
も
納
付
さ
れ
な
い
な

ど
、
完
納
が
見
込
め
な
い
場
合
は
、
財

産
を
調
査
し
、
給
与
、
預
貯
金
、
不
動

産
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
が
自
宅
や
事
務
所
を
捜

索
し
、
現
金
や
自
動
車
、
宝
飾
品
な
ど

を
差
し
押
さ
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
市
税
の
過
去
3
年
度
分
の
滞
納
額
と

徴
収
率
の
推
移
、
差
し
押
さ
え
件
数
は

左
上
表
の
通
り
で
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は

　
病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
限
ま
で

に
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
生

活
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
、
税
金
の
徴

収
や
差
し
押
さ
え
財
産
の
換
価（
取
り

立
て
や
公
売
な
ど
）を
猶
予
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で

に
納
税
課（
市
役
所
2
階
）に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課（
☎
20
‐
1
5
1 

9
）へ
。

工
事
費
の
3
分
の
2
を
補
助

崖
地
の
整
備

　
市
で
は
、
擁
壁
を
設
け
る
な
ど
の
危

険
な
崖
地
の
整
備
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。
工
事

を
計
画
す
る
と
き
は
土
木
課（
市
役
所

5
階
）に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
次
の
2
つ
に
当
て
は
ま
る
も
の

（
宅
地
造
成
事
業
や
宅
地
分
譲
事
業

と
し
て
の
整
備
は
除
く
）

◦
高
さ（
垂
直
）が
3
メ
ー
ト
ル
以
上
で

傾
斜
度
が
30
度
以
上
の
崖
地

◦
崩
壊
し
て
住
居
に
著
し
い
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
崖
地

補
助
額
＝
工
事
費
の
3
分
の
2（
上
限

7
5
0
万
円
。
騒
音
地
域
は
、
工
事

費
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
で
上
限
1
、
1 

2�

5
万
円
）

※
く
わ
し
く
は
土
木
課（
☎
20
‐
1�

5 

5�

0
）へ
。

2
月
ま
で
運
休
し
ま
す

栗
山
公
園
の
ミ
ニ
S
L

　
12
〜
2
月
は
、
ミ
ニ
S
L
を
運
休
し

ま
す
。
次
回
の
運
行
は
、
3
月
29
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
で
す
。

※
く
わ
し
く
は
公
園
緑
地
課（
☎
20
‐

1
5
6
2
）へ
。

関
心
を
持
ち

認
識
を
深
め
よ
う

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　
12
月
10
日
㈫
〜
16
日
㈪
は
「
北
朝
鮮

人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。
拉

致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮
に
よ

る
人
権
侵
害
へ
の
対
処
が
、
国
際
社
会

を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
こ
の
問
題

に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
認
識
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
県
政
策
企
画
課
政
策
室

（
☎
0
4
3
‐
2
2
3
‐
2
2
0
3
）

へ
。

申
し
込
み
は

食
品
衛
生
協
会
へ

井
戸
水
の
水
質
検
査

　
食
品
衛
生
協
会
で
は
、
井
戸
水
の
水

質
検
査
の
予
約
を
次
の
通
り
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
採
水
専
用
容
器
は
受
付
時

に
貸
し
出
し
ま
す
。

受
付
日
時
＝
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
） 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

受
付
場
所
＝
印
旛
保
健
所
管
内
食
品
衛

生
協
会（
佐
倉
市
）

検
査
方
法
＝
水
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

木
曜
日
）の
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

に
、
当
日
採
取
し
た
水
を
提
出

料
金
＝
会
員（
成
田
・
成
田
東
部
・
大

栄
・
下
総
食
品
衛
生
組
合
加
入
者
）

7
、
7
0
0
円
、
一
般
9
、
9
0
0

円
※
く
わ
し
く
は
印
旛
保
健
所
管
内
食
品

衛
生
協
会（
☎
0
4
3
‐
4
8
3
‐

1
1
7
9
）へ
。

財
源
を
確
保
し
て
公
平
性
を
保
持

市
税
な
ど
の
滞
納
に
対
す
る
取
り
組
み年度

項目 28 29 30

預貯金 956 846 1,029
給与 263 235 277

国税還付金 23 20 13
不動産 43 39 26
そのほか 274 243 233
合計 1,559 1,383 1,578

差し押さえ件数

滞納額と徴収率の推移（市税）
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11億
6,000
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11億
6,000
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6,500
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6,500
万円
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7,200
万円

9億
7,200
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平成28年度 平成29年度 平成30年度

（千万円） （%）

■滞納額　●徴収率（県内54市町村中）

96.3％
（県内9位）

96.6％
（県内9位）

97.0％
（県内9位）
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願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5
5
3
）へ
。

小
規
模
事
業
者
・

創
業
す
る
人
を
対
象
に

利
子
補
給
制
度

　
市
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ

る
「
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
」

や
「
新
創
業
融
資
制
度
」
の
融
資
を
受

け
た
事
業
者
に
対
し
て
、
利
子
補
給
を

行
い
ま
す
。

対
象
＝
平
成
29
年
4
月
1
日
以
降
に
日

本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
次
の
い
ず
れ

か
の
資
金
融
資
を
受
け
た
事
業
者

◦
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ

ル
経
融
資
）

◦
新
創
業
融
資
制
度

利
子
補
給
率
＝
年
0
・
5
パ
ー
セ
ン
ト

ま
た
は
償
還
利
子
の
約
定
年
率
の
2

分
の
1
の
い
ず
れ
か
低
い
利
率

利
子
補
給
対
象
期
間
＝
平
成
31
年
1
月

1
日
〜
令
和
元
年
12
月
31
日

申
し
込
み
方
法
＝
1
月
31
日
㈮
ま
で
に

商
工
課（
市
役
所
4
階
）ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.n 

arita.chiba.jp/dow
nload/pa 

ge315600.htm
l

）に
あ
る
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
同
課
へ

※
補
給
に
は
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
商
工
課（
☎
20
‐
1
6
2 

2
）へ
。

年
末
年
始
は
運
休
し
ま
す

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

　
12
月
28
日
㈯
〜
1
月
5
日
㈰
は
、
オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
を
運
休
し
ま
す
。
運

休
期
間
は
利
用
予
約
の
電
話
も
受
け
付

け
ま
せ
ん
。

　
1
月
6
日
㈪
〜
9
日
㈭
の
利
用
予
約

は
、
12
月
23
日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
7
）へ
。

パ
ト
ロ
ー
ル
や

取
り
締
ま
り
を
強
化

年
末
年
始
特
別
警
戒

　
警
察
で
は
、
12
月
10
日
㈫
〜
1
月
3

日
㈮
を
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
り
締
ま

り
期
間
と
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通

指
導
取
り
締
ま
り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
犯
罪
や
交
通
事
故
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

電
話
de
詐
欺
対
策

◦
留
守
番
電
話
や
警
告
・
通
話
録
音
機

能
の
設
定
を
す
る

◦
「
還
付
金
が
あ
る
」「
今
日
中
に
A
T 

M
に
行
け
ば
手
続
き
で
き
る
」
な
ど

の
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
家
族
や
市
役

所
、
警
察
に
相
談
す
る

自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
難
対
策

◦
防
犯
登
録
を
す
る

◦
駐
輪
す
る
際
は
、
短
時
間
で
も
必
ず

施
錠
し
、
さ
ら
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど

で
二
重
ロ
ッ
ク
を
す
る

空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
対
策

◦
窓
ガ
ラ
ス
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

ま
た
は
防
犯
ガ
ラ
ス
に
替
え
る

◦
音
が
出
る
玉
砂
利
を
敷
き
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る

自
動
車
盗
難
対
策

◦
照
明
や
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
て

い
る
な
ど
の
防
犯
対
策
が
さ
れ
た
駐

車
場
を
利
用
す
る

◦
警
報
装
置
や
G
P
S
追
跡
装
置
な
ど

盗
難
防
止
機
器
を
活
用
す
る

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。

適
正
な
処
理
を

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
協

議
会
で
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
の
適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
に

地
区
ご
と
に
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
・
処
理
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
同
協
議
会
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
搬
入
の
際
は
ル
ー
ル
を
守
り

劣
化
が
著
し
い
物
に
つ
い
て
は
事
前
に

農
政
課（
☎
20
‐
1
5
4
1
）へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
フ
ィ
ル

ム
、
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル

ム
、
肥
料
袋
、
培
土
袋

　
育
苗
箱
・
保
温
マ
ッ
ト
・
あ
ぜ
シ
ー

ト
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
は
対
象
外
で

す
。
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
な
ど
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課
へ
。

一
時
閉
鎖
し
ま
す

J
R
成
田
駅
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

　
J
R
成
田
駅
西
口
に
設
置
し
て
い
る

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
、
駅
周
辺
の
混
雑
に

よ
る
危
険
回
避
の
た
め
閉
鎖
し
ま
す
。

期
間
＝
12
月
28
日
㈯
〜
2
月
4
日
㈫

※
く
わ
し
く
は
市
立
図
書
館（
☎
27
‐

2
0
0
0
）へ
。

正
し
い
使
用
と
点
検
を

下
水
道

　
各
家
庭
の
排
水
管
へ
、
野
菜
く
ず
・

残
飯
・
油
・
薬
品
類
・
水
に
溶
け
な
い

紙
な
ど
を
流
す
と
汚
水
管
の
変
形
や
詰

ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
詰
ま
り
の

修
理
に
は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
正
し
い
使
用
と
点
検
を
お

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

市 長 日 誌

定期公演であいさつ（10日）

11月1日㈮〜15日㈮

3日 大栄ふるさと文化まつり
4日 三里塚コミセンまつり

6日 女子レスリングワールドカッ
プ記者会見

8日
生涯大学院学園祭
環境審議会

9日
八生地区敬老会
NARITA花火大会in印旛沼

10日
成田POPラン大会
伊能歌舞伎定期公演
防火ポスター展表彰式

11日 千葉県市長会による千葉県知事への災害対策要望活動

13日
行政改革推進委員会
納税表彰式

14日
横芝・神崎間首都圏中央連絡
自動車道建設促進協議会要望
活動

15日
成田商工会議所・成田市観光
協会永年勤続優良従業員表彰
式
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暮

ら

し

の

お

知

ら

せ

館
、
美
郷
台
地
区
会
館
、
三
里
塚
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
も
り
ん
ぴ

あ
こ
う
づ
、赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.

city.narita.chiba.jp/environ 

m
ent/page188700.htm

l

）

※
く
わ
し
く
は
公
園
緑
地
課（
☎
20
‐

1
5
6
2
）へ
。

3
月
27
日
に
終
了
し
ま
す

閉
庁
日
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明

書
を
閉
庁
日
に
受
け
取
る
サ
ー
ビ
ス
を

3
月
27
日
㈮
で
終
了
し
ま
す
。

　
住
民
票
な
ど
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
や
毎
週
日
曜

日
の
休
日
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課（
☎
20
‐
1�

5 

2�

5
）へ
。

不
審
に
思
っ
た
ら
連
絡
を

極
左
暴
力
集
団
の
ア
ジ
ト

　
県
警
で
は
、
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
事
件
を

引
き
起
こ
す
極
左
暴
力
集
団
の
ア
ジ
ト

摘
発
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

年
内
の
依
頼
は
19
日
ま
で
に

し
尿
の
く
み
取
り

　
年
内
の
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望
す

る
人
は
、
12
月
19
日
㈭
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
12
月
は
依
頼
が
集
中
す
る
た

め
、
希
望
す
る
日
に
作
業
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）へ
。

新
年
を
祝
っ
て
配
布
し
ま
す

門
松
カ
ー
ド

　
市
で
は
、
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
各

戸
に
門
松
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
が
な
い
地
区
の
人
や
、
破
損
・

紛
失
し
た
人
は
次
の
施
設
で
も
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

配
布
日
時
＝
12
月
14
日
㈯
〜
27
日
㈮ 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
各
施
設
休

館
日
は
除
く
）

配
布
場
所
＝
公
園
緑
地
課（
市
役
所
5

階
）、
下
総
・
大
栄
支
所
、
各
公
民

　
極
左
暴
力
集
団
は
、
善
良
な
市
民
を

装
い
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
に
潜

ん
で
い
ま
す
。
発
見
に
は
皆
さ
ん
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
身
の
回
り
で
「
何

か
変
だ
な
」
と
少
し
で
も
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
1
1
0
番
ま
た
は

成
田
警
察
署（
☎
27
‐
0
1
1
0
）へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
極
左
暴
力
集
団
に
は
次
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

◦
入
居
早
々
、
ド
ア
や
窓
の
鍵
の
取
り

替
え
や
補
強
を
し
て
い
る

◦
単
身
ま
た
は
夫
婦
だ
け
の
は
ず
な
の

に
、
ひ
そ
か
に
複
数
の
人
が
出
入
り

し
て
い
る

◦
昼
間
で
も
カ
ー
テ
ン
を
し
て
部
屋
の

中
が
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

◦
早
朝
、
深
夜
な
ど
人
目
が
な
い
時
に

外
出
し
て
い
る

◦
部
屋
へ
出
入
り
す
る
際
、
異
常
に
周

囲
を
気
に
し
て
い
る

◦
近
隣
の
住
民
と
接
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
る

※
く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署
へ
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

償
却
資
産
の
申
告

　
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
償
却
資
産

を
所
有
す
る
事
業
主
は
、
1
月
31
日
㈮

ま
で
に
償
却
資
産
申
告
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。eエ
ル
タ
ッ
ク
ス

L
T
A
X（http://w

w

 

w
.eltax.jp

）を
利
用
し
た
、
電
子
申
告

も
で
き
ま
す
。

　
償
却
資
産
と
は
、
事
業
に
使
用
す
る

機
械
・
器
具
・
備
品
・
外
構
・
太
陽
光

発
電
設
備
な
ど
で
す
。
災
害
に
よ
り
滅

失
・
損
壊
し
た
被
災
償
却
資
産
に
代
わ

る
資
産
を
取
得
し
た
場
合
は
、
課
税
標

準
の
特
例
に
よ
り
軽
減
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
資
産
税
課（
☎
20
‐
1 

5
1
4
）へ
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

人
権
週
間

　
12
月
4
日
㈬
〜
10
日
㈫
は
人
権
週
間

で
す
。

　
市
で
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
人
権
擁
護
委
員
が
女
性
・
子
ど

も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
性
的
少
数

者
な
ど
を
巡
る
人
権
の
問
題
や
、
近
隣

と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
る

「
も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・
苦
情
相

談（
人
権
・
行
政
相
談
）」
を
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
「
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
相

談
室
」（
17
ペ
ー
ジ
）で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
協
働
課
市
民
相
談

室（
☎
20
‐
1
5
0
7
）へ
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
事
故
防
止

冬
の
交
通
安
全
運
動

　
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
12
月
10
日
㈫

〜
19
日
㈭
に
行
わ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
お
互
い
に
譲
り
合
い
の
心

を
持
っ
て
事
故
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　
重
点
目
標
は
次
の
4
つ
で
す
。

◦
夕
暮
れ
時
や
夜
間
・
明
け
方
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

※
く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課（
☎
20
‐

1
5
2
7
）へ
。
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